―高岡から世界へ、地域連携・海外連携を考える―　プラハフォーラム by 武山 良三































会員（1987）。自身のデザインスタジオ Atelier Pelcl を設立（1990）。プ
ラハ工芸美術大学の建築デザイン学科長（1997）、学長に就任（2002-
2005）。英国ブライトン大学名誉博士号（2006）、チェコ共和国国民デザ

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Bulletin of the Faculty of Art and Design, University of Toyama, Vol.7, February 2013 25
ペルツル先⽣：
　プラハの魅力、それは他との違
いがはっきりしていて特別な存
在の都市、という点です。この
ヨーロッパの都市には高岡と同じ
く様々な建物があり、どれが町の
会館なのか、どれが駅なのか、ど
れが工場なのか、どれが住居なの
か、どれが学校なのかは目で見て
わかります。それぞれの建物がど
こにあるのかはっきりわかるこ
と、これが大切だと思います。
　私にとっては今回が初めての日
本で、これで三日経ちましたが
学校も町の会館も未だ目にしてお
りません。駅を三つ見ましたが、
皆気に入りました。こういうこと
が大事なのです。その点がプラハ
は異なっております。全然違いま
す。一歩ずつ歩を進めるごとに歴
史が感じられるのです。これはプ
ラハだけでなくボヘミアの他の都
市でも、そしてヨーロッパの他の
都市でも感じられるのです。
質問者（学⽣４）：
　お話ありがとうございます。お
二人に聞きたいんですけど、仕事
をしていて、制作の仕事とか先生
の仕事とかもあると思うんですけ
ど、一番幸せな時ってどういう時
なのか教えていただけますか。
ペルツル先生：
　一番幸せな時。それはまず、若い
人々が大学にやってきて、入学しま
す。そして取り組む最初のプロジェ
クトはおそろしく出来が悪い。その
後はだんだん良くなります。生徒自
身興味が湧いてきているのであれば
私としても嬉しいです。
　住居のプロジェクトを例に挙げ
ますと、全体のバランスや設計は
相当ひどいもので、どの建物も一
様にひどい。しかし生徒たちが卒
業した後、雑誌でなんとも美しい
（たたずまいの）家を目にするこ
とがあります。その家を手がけた
のはかつての私の生徒だと知った
時、それは本当に素敵な瞬間であ
り、幸せです。
スホメル先生：
　私もペルツル先生と似たような
考えです。実際、私は教壇にも立
ちますし、院生からの相談もたく
さん受けます。
　世の中全体、チェコ共和国のみ
ならず世界全体の人々にとって大
事なことですが、若い世代の、そ
して自分よりも年齢が上の先輩の
もつ様々なものの見方を知ること
です。そういった人たちの、なん
と言いましょうか、考え方などに
耳を傾けることが大事ではないで
しょうか。そうすると昔からのも
のの中に新たな問題点を見出すこ
とができるのです。
　例えば日本史について話し合う
時、話し合いがより発展するよう
なものの見方を見つけることがで
きるのです。より深く、なんと言
いますか・・・even	 in	Japanese,	
even	in	English,	and	even	in	Czech
（どの言葉でも表現するのが難し
いのですが）・・・こう言えば簡
単でしょう、若い人々が異なるも
のの見方をもち、昔の時代を、昔
のものを新しい目で見ることがで
きるようになります。そして今後
の展望に対して今までになかった
問いを投げかけることができるの
です。これが大事だと思います。
質問者（学生５）：
　モノづくりをする人にとって、
作る時とかに大切なこととか、こ
れから作る時に、こういうことを
考えておいたほうがいいとか、そ
ういうことは何かありますか。
スホメル先生：
　あなたの進む道が美術なのか、
デザインなのか、建築なのかはわ
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かりませんが、とにかく、あなた
が芸術家だとしたら、人々に伝え
たいと思っているアイディアや主
題を表現する必要があります。そ
してそれは人々が理解できるかた
ちで伝える必要があります。
　現代芸術というのは時にはたい
へん閉鎖的で、抽象的で、理論づ
くめで、誰も理解できないことが
あります。それに芸術家どうしと
なると一種閉鎖的な仲間になって
しまいます。こういったことが芸
術家になる上での最終目標ではな
いはずです。
　そして、もし伝えたいことが何
もないとなると芸術家である必
要はありません。自分の心構えが
ないまま表現するとなると、それ
は気の抜けた芸術であり、物事が
見えていないということになりま
す。
司会者：
　スホメル先生、ペルツル先生、
講演から質疑まで大変有意義な
フォーラムとすることができまし
た。どうもありがとうございまし
た。
